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理
事
会
　
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
三
日
開
催

騨
犠
員
会
　
平
成
二
十
八
年
六
月
十
三
日
開
催

①
　
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
に
関
す
る
件

理
事
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
、
評
議
員
会
で
報
告
が

な
さ
れ
た
。

平
成
二
十
七
年
度
収
支
決
算
に
関
す
る
件

収
支
決
算
報
告
、
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
理
事
会
、

評
議
員
会
で
承
認
決
議
さ
れ
た
。
貸
借
対
照
表
及
び

正
味
財
産
増
減
計
算
書
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
明
細

書
の
承
認
を
受
け
た
。

③
　
役
員
等
の
異
動
に
関
す
る
件
　
（
役
員
名
簿
参
照
）

役
員
等
改
選
の
時
期
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
評
議
員

の
亀
田
知
弘
様
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
伊
藤
忠
様
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
亀
田
知
弘
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
当
協
会
発
展
の
た
め
に
ど
尽
力
を
賜
り
、
深
↑

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
就
任
さ
れ
た
伊
藤
忠
様
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

④
　
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
に
関
す
る
件

平
成
二
十
八
年
度
J
K
A
補
助
事
業
及
び
一
般
事
業

の
実
施
に
つ
い
て
承
認
決
議
さ
れ
た
。

⑤
　
平
成
二
十
八
年
度
収
支
予
算
に
関
す
る
件

理
事
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
、
評
議
員
会
で
報
告
が

な
さ
れ
た
。

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画

【
補
助
事
業
】
公
益
財
団
法
人
1
K
A
競
輪
収
益
助
成
事
業

①
　
F
M
補
聴
シ
ス
テ
ム
無
償
貸
与
事
業

②
　
移
動
母
子
教
室
を
全
国
五
ヶ
所
で
開
催

【
一
般
事
業
】

①
　
事
業
案
内

全
国
聾
学
校
に
事
業
案
内
送
付
、
全
国
型
学
校
長
会
総

会
で
事
業
説
明

②
　
「
第
三
十
九
回
聴
覚
随
筆
除
算
育
て
た
お
母
さ
ん
を
た
た
え
る
A
至

平
成
二
十
八
年
十
二
月
五
日
（
月
〓
予
定
）

＊
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
三
日
（
月
）
に
決
定
し
ま
し
た
。

会
場
‥
衆
議
院
憲
政
記
念
館
（
千
代
田
区
永
田
町
）

後
援
‥
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
、
東
京
都
教
育
委

員
会
、
全
国
撃
学
校
長
会
、
全
国
聾
学
校
P
T
A
連
合
会
、

全
国
聴
覚
障
害
者
親
の
会
連
合
会

③
　
第
二
十
一
回
全
国
塑
学
校
絵
画
展

審
査
会
‥
平
成
二
十
八
年
七
月
三
十
日

展
覧
会
‥
平
成
二
十
八
年
十
月
十
三
日
・
十
四
日

会
場
‥
筑
波
大
学
附
属
聴
覚
特
別
支
援
学
校

表
診
式
‥
最
優
秀
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
者
在
籍

校
に
会
長
が
赴
い
て
実
施

後
援
‥
文
部
科
学
省
・
全
国
聾
学
校
長
会
、
全
国
聾
学

校
P
T
A
連
合
会
、
全
国
聴
覚
障
害
者
親
の
会
連
合
会

④
　
第
二
十
八
回
全
国
型
学
校
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル

課
題
曲
‥
自
由

審
査
会
‥
平
成
二
十
九
年
一
月
十
日

表
彰
式
‥
金
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賃
受
賞
校
に
会
長
が

赴
い
て
実
施

後
援
‥
文
部
科
学
省
・
全
国
整
学
校
長
会
、
全
国
聾
学

校
P
T
A
連
合
会
、
全
国
聴
覚
障
害
者
親
の
会
連
合
会

⑤
　
第
十
二
回
全
国
聾
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

テ
ー
マ
‥
自
由

審
査
会
‥
第
一
次
　
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
日

第
二
次
　
平
成
二
十
八
年
九
月
十
七
日

調
査
研
究
委
員
会
‥
応
募
作
品
の
分
析
研
究
調
査

表
彰
式
‥
「
第
三
十
九
回
聴
覚
障
害
児
を
育
て
た
お
母
さ
ん

を
た
た
え
る
会
」
で
実
施

共
催
‥
全
国
聾
学
校
長
会

後
援
‥
文
部
科
学
省
、
東
京
都
教
育
委
員
会
、
全
国
聾
学

校
P
T
A
連
合
会
、
全
国
聴
覚
障
害
者
親
の
会
連
合
会

⑥
　
読
学
力
検
定
試
験
　
年
間
三
回
実
施

⑦
　
聴
覚
障
害
教
育
関
係
資
料
収
集
事
業

⑧
　
会
報
「
響
き
」
の
発
行
　
年
二
回

⑨
　
募
金
活
動
（
ハ
マ
ナ
ス
募
金
）
　
目
標
額
千
五
百
万
円

⑩
　
法
律
相
談
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
法
律
相
談
）

⑪
　
専
門
図
書
、
ビ
デ
オ
の
紹
介
・
頒
布

⑫
　
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開
・
更
新
　
等

⑱
　
聴
覚
障
害
教
育
研
究
団
体
・
聴
覚
障
害
教
帝
振
興
奨
励

会
・
全
日
本
聾
教
育
研
究
大
会
へ
の
助
成

【
役
員
名
簿
〕
　
　
（
敬
称
略
）

理
事
（
会
長
）
山
東
昭
子
　
（
副
会
長
）
森
伸
夫
、
浅
井
健
二

（
専
務
理
事
）
櫻
井
博

（
常
務
理
事
）
木
内
弘
司
、
宮
野
忠
夫
、
小
林
明
、
仲
田
邦
男

（
理
事
）
秋
谷
義
一
、
阿
部
き
み
よ
、
入
澤
肇
、
桑
山
哲
夫
、

田
中
助
英
、
田
中
美
郷
、
平
口
洋
、
藤
本
登
、
牧
島
ミ
リ
、

山
田
春
雄
、
中
村
喜
久
子

（
監
事
）
吉
本
修
二
、
関
根
正
浩

評
議
員

荒
崎
勝
美
、
石
川
庄
六
、
伊
藤
忠
、
大
塚
明
敏
、
大
沼
直
紀
、

大
場
利
秋
、
小
川
昭
子
、
小
俣
昌
道
、
金
子
昌
夫
、
木
村
澄
蔵
、

神
津
郁
子
、
小
島
藤
昭
、
斎
藤
佐
和
、
鈴
木
茂
樹
、
竹
内
美

和
子
、
武
田
智
彦
、
田
中
眞
由
美
、
戸
田
典
尚
、
野
崎
正
史
、

原
島
恒
夫
、
宮
本
一
郎
、
山
勝
彦
、
四
日
市
車
、
若
林
友
晴

（
事
務
局
長
）
上
田
久
三
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最優秀賞［文科大臣賞日中・高等部門）

「生　命」池田帆波

筑波大学附属聴覚特別支援学校

最優秀賞（幼・小学部門）

「思い出の道」福永心雪

鹿児島聾学校
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表紙の挿絵は全国聾学校絵画展の

優秀賞作品が載せられています
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平
成
二
十
八
年
度
　
第
一
回
続
字
力
検
定
試
験

本
年
六
月
実
施
の
読
学
力
検
定
試
験
の
結
果
は
左
記
の
通

り
で
し
た
。
第
二
回
（
十
月
）
、
第
三
回
（
二
月
）
で
も
、

合
格
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
受
験
学
校
数
　
　
五
十
七
校

・
受
験
者
総
数
　
一
三
六
一
名

・
合
格
者
　
　
　
　
二
〇
九
名

・
合
格
証
授
与
者
数
　
　
四
〇
三
名

第
二
十
一
回
　
全
国
聾
学
校
絵
画
展

今
年
度
の
審
査
会
は
、
応
募
学
校
数
二
十
七
校
、
応
募

作
品
総
数
は
五
百
七
十
二
点
で
し
た
。
内
訳
は
幼
稚
部

十
一
校
・
百
三
点
、
小
学
部
二
十
三
校
・
二
百
七
十
点
、

中
学
部
十
五
校
・
百
三
十
八
点
、
高
等
部
・
専
攻
科
十
三
校
・

六
十
一
点
で
し
た
。
今
年
度
の
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
受
賞

者
は
次
の
十
六
名
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
優
秀
賞
・
文
部
科
学
大
臣
貸

筑
波
大
学
附
属
聴
覚
特
別
支
援
学
校

高
等
部
専
攻
科
一
年
　
池
田
　
帆
披

最
優
秀
賞

鹿
児
島
県
立
鹿
児
島
聾
学
校

小
学
部
五
年
　
福
永
　
心
雪

優
秀
貿
（
幼
稚
部
・
小
学
部
部
門
）

畠
山
　
和
夏
（
盛
岡
校
）
　
新
井

寺
澤
　
剛
瑠
（
長
野
校
）
　
瀬
角

戸
田
　
風
斗
（
松
山
校
）
　
大
庭

渡
田
　
塁
（
熊
本
校
）

優
秀
貿
（
中
学
部
・
高
等
部
部
門
）

室
井
　
彩
（
福
島
校
）
　
宮
澤

田
口
　
新
汰
（
長
野
校
）
　
黒
宮

岡
田
　
大
希
（
浜
田
校
）
　
岡
本

乗
富
　
和
地
（
熊
本
校
）

海
斗
（
葛
飾
校
）

羽
菜
（
沼
津
校
）

萌
（
直
方
校
）

一
生
（
長
野
校
）

海
斗
二
宮
校
）

早
純
（
直
方
校
）

最
優
秀
賞
（
二
点
）
並
び
に
優
秀
賞
受
賞
作
品
（
十
四
点
）

は
、
平
成
二
十
八
年
度
第
五
十
回
全
日
本
聾
教
育
研
究
大

会
（
附
属
大
会
）
会
場
に
お
い
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

作
品
を
応
募
し
た
児
童
・
生
徒
全
員
に
、
参
加
賞
（
ク

リ
ア
・
フ
ァ
イ
ル
）
、
優
秀
賞
受
賞
者
（
十
六
点
）
に
は
絵

の
具
メ
ー
カ
ー
（
株
）
ク
サ
カ
ベ
提
供
の
「
絵
の
具
セ
ッ
ト
」

を
副
賞
と
し
て
贈
っ
て
い
ま
す
。

●
絵
画
展
審
査
員
講
評

審
査
員
　
木
脇
康
一
（
洋
画
家
）

今
年
の
絵
画
展
は
、
昨
年
度
よ
り
二
校
少
な
い
二
十
七

校
で
し
た
が
、
応
募
作
品
数
は
例
年
に
近
い
五
百
七
十
二

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
よ
り
審
査
基
準
の
見

直
し
が
あ
り
、
入
選
数
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
で
優
秀
賞

（
最
優
秀
賞
を
含
む
）
を
十
二
点
か
ら
十
六
点
と
増
や
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
応
募
校
の
全
て
に
入
選
作
（
佳
作
を
含

む
全
六
十
六
点
）
が
一
点
は
入
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

審
査
会
場
に
い
っ
ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
た
作
品
を
一
覧
す

る
と
、
ど
れ
を
見
て
も
上
手
な
作
品
だ
ら
け
と
い
う
印
象

を
も
ち
ま
す
。
選
定
時
、
ど
れ
も
が
甲
乙
つ
け
が
た
く
紙

一
重
の
差
で
あ
っ
て
、
な
か
に
は
選
ば
な
か
っ
た
ほ
う
の

作
品
が
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
思
い
を
す
る
と

き
が
あ
り
ま
す
。
全
体
と
し
て
幼
稚
部
・
小
学
部
に
お
い

て
は
色
彩
や
表
現
が
自
由
で
の
び
の
び
と
し
て
お
り
、
中

学
部
・
高
等
部
に
な
る
と
椛
成
、
構
図
の
表
現
が
優
れ
た

作
品
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
色
彩
に
お
い
て
は
や
や
常
識

的
な
面
が
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
の
中
で
表
現

の
面
白
さ
、
色
彩
感
、
感
動
が
強
く
伝
わ
っ
て
く
る
作
品

に
注
目
し
て
入
選
作
を
選
び
ま
し
た
。

幼
稚
部
・
小
学
部
部
門
　
最
優
秀
賞
の
「
思
い
出
の
道
」

は
、
道
に
対
す
る
強
い
思
い
が
こ
の
よ
う
な
カ
ラ
フ
ル
な

色
の
道
に
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
。
色
の
対
比
、
構
成
等
大

変
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
作
品
で
す
。
優
秀
賞
の
畠
山
和
夏
さ

ん
の
「
え
が
お
の
木
」
は
、
楽
し
く
踊
っ
て
い
る
よ
う
な

木
の
形
態
と
そ
の
背
景
の
雑
多
な
物
や
色
が
と
に
か
く
面

白
い
作
品
で
す
。
新
井
海
斗
さ
ん
の
「
東
京
に
出
た
オ
ー

ロ
ラ
」
は
、
一
目
見
て
黒
で
ふ
ち
ど
ら
れ
た
建
物
と
色
全

体
に
個
性
的
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
寺
澤
剛
瑠
さ
ん
の

「
一
生
け
ん
め
い
そ
う
じ
」
は
、
画
題
通
り
作
者
の
心
が

強
く
伝
わ
り
、
モ
ノ
ト
ー
ン
で
真
剣
な
表
情
、
力
強
い
腕
、

雑
巾
の
表
現
が
見
事
で
力
作
で
す
。
瀬
角
羽
菜
さ
ん
の
「
心

や
さ
し
い
か
い
じ
ゅ
う
」
は
、
怖
い
は
ず
の
か
い
じ
ゅ
う

に
子
供
は
笑
顔
、
背
景
の
色
彩
も
踊
る
よ
う
で
楽
し
い
絵

で
す
。
戸
田
風
斗
さ
ん
の
「
か
け
っ
こ
」
は
、
大
き
な
顔

と
目
、
立
っ
た
髪
の
毛
、
腕
の
動
き
に
背
景
の
赤
い
色
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が
あ
い
ま
っ
て
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
作
品
で
す
。
大
庭
萌
さ
ん

の
　
「
で
ん
し
ゃ
に
の
っ
た
よ
」
は
、
で
ん
し
ゃ
の
ユ
ニ
ー
ク

な
形
と
色
の
発
想
の
面
白
さ
と
車
両
ご
と
に
子
供
た
ち
の
喜

ぶ
顔
が
見
ら
れ
る
楽
し
い
絵
で
す
。
濱
田
塁
さ
ん
の
「
ぼ
く

の
か
ぞ
く
」
は
、
ハ
ー
ト
の
よ
う
な
形
に
囲
ま
れ
た
大
き
な

顔
、
ま
わ
り
に
家
族
の
顔
が
幸
せ
そ
う
で
微
笑
ま
し
い
作
品

です。中
学
部
・
高
等
部
（
専
攻
科
）
部
門
　
最
優
秀
賞
、
文
部

科
学
大
臣
賞
に
選
ば
れ
た
池
田
帆
波
さ
ん
の
「
生
命
」
は
、

最
初
見
た
時
か
ら
最
後
ま
で
強
く
印
象
に
残
っ
た
作
品
で
し

た
。
渋
味
の
あ
る
グ
リ
ー
ン
と
ブ
ル
ー
が
溶
け
合
う
中
で
カ

サ
ブ
ラ
ン
カ
が
静
か
に
何
か
を
つ
ぶ
や
き
か
け
て
い
る
よ
う

で
す
。
傑
作
で
す
。
優
秀
賞
の
室
井
彩
さ
ん
の
　
「
水
族
館
2

丁
目
！
！
」
水
槽
と
向
こ
う
側
に
街
並
み
と
い
う
構
成
の
発

想
に
感
嘆
し
ま
し
た
。
亀
、
魚
た
ち
、
建
物
の
確
か
な
描
写

力
を
感
じ
ま
す
。
宮
澤
一
生
さ
ん
の
「
ク
ジ
ャ
ク
」
は
ハ
　
色

彩
の
乱
舞
と
響
き
合
い
の
空
間
が
美
し
く
、
愛
ら
し
い
ク

ジ
ャ
ク
の
顔
が
印
象
的
で
す
。
田
口
新
汰
さ
ん
の
「
S
t
u
d
y
」

は
、
な
か
な
か
の
構
成
力
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ル
ー
の
ク
ロ
ス

が
赤
い
リ
ン
ゴ
を
引
き
立
て
響
き
合
い
、
上
部
の
黒
い
色
が

画
面
全
体
を
引
き
し
め
て
い
ま
す
。
住
い
作
品
で
す
。

黒
宮
海
斗
さ
ん
の
「
昔
の
家
屋
の
風
景
」
は
、
作
品
の
色

感
に
感
嘆
し
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
が
多
い
中
に
バ
イ
オ
レ
ッ

ト
が
響
き
合
っ
て
考
え
つ
か
な
い
色
使
い
で
す
。
岡
田
大
希

さ
ん
の
「
N
A
E
」
、
地
味
な
題
材
な
が
ら
作
者
の
こ
ま
や
か

な
愛
情
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
色
も
調
和
し
て
描
写
力
も
あ

り
深
い
絵
と
な
っ
て
い
ま
す
。
岡
本
早
純
さ
ん
の
「
太
宰
府

天
満
宮
で
お
参
り
」
は
、
絵
の
右
下
の
余
白
の
空
間
が
効
果

的
で
主
題
を
よ
り
強
く
生
か
し
て
い
ま
す
。
日
本
画
的
な
感

性
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
乗
富
和
地
さ
ん
の
　
「
立
派
な
健

軍
神
社
」
は
、
作
者
の
神
社
に
対
す
る
思
い
入
れ
が
構
図
、

色
彩
と
な
っ
て
表
現
さ
れ
、
誠
実
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
作
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
的
な
こ
と
で
恐
縮
で
す
が
、
私
自
身
も
聴
覚
障
害
者
で

都
立
品
川
聾
学
校
（
現
在
廃
校
）
出
身
で
す
。
小
学
部
三
年

生
時
、
担
任
の
先
生
か
ら
同
校
美
術
の
先
生
に
紹
介
さ
れ
油

絵
を
描
き
始
め
ま
し
た
。
以
来
、
高
校
卒
業
後
も
勤

め
の
傍
ら
画
家
に
な
る
夢
を
追
い
続
け
、
団
体
展
、
グ
ル
ー

プ
展
に
出
品
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
七
十
才
を
超
え
ま

し
た
が
、
今
も
個
展
（
二
十
回
）
、
企
画
展
を
毎
年
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

美
術
界
に
聴
覚
障
害
者
は
不
利
と
い
っ
た
壁
は
あ
り
ま
せ

ん
。
絵
の
好
き
な
全
国
の
出
品
者
の
皆
さ
ん
、
夢
と
希
望
を

も
っ
て
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
来
年
も
皆
さ

ん
の
出
品
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

審
査
委
員
錦
織
垂
治
、
矢
澤
健
太
郎
、
木
脇
康
一

竹
内
一
、
上
田
久
三

第
十
二
回
全
国
聾
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
聾
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
第
一
次
審
査
は
八
月
二
十

日
（
土
）
に
、
第
二
次
審
査
は
九
月
十
七
日
（
土
）
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
応
募
作
品
総
数
は
昨
年
度
と
同
じ
で
百
九
十
点

で
し
た
。
内
訳
は
小
学
部
絵
日
記
・
日
記
七
点
を
含
め
て

七
十
八
点
、
中
学
部
五
十
七
点
、
高
等
部
五
十
五
点
で
し
た
。

今
年
度
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

金
貨
・
文
部
科
学
大
臣
賞

山
形
県
立
山
形
聾
学
校

小
学
部
六
年
　
佐
藤
　
美
華

金
嘗
∵
全
国
型
学
校
長
会
会
長
賞

筑
波
大
学
附
属
聴
覚
特
別
支
援
学
校

d
　
中
学
部
三
年
　
吉
村
　
桜

金
賞
・
聴
覚
障
害
者
教
育
福
祉
協
会
会
長
賞

筑
波
大
学
附
属
聴
覚
特
別
支
援
学
校

高
等
部
二
年
　
溝
田
こ
の
実

銀
賞大
橋
李
玖
人
（
静
岡
校
）

柴
田
　
琴
美
（
沼
津
校
）

雪
田
　
桃
乃
（
熊
本
校
）

銅
賞小
室
　
優
樹
（
立
川
校
）

加
藤
　
悠
　
（
筑
波
校
）

池
田
井
本
小
林

片
桐

優
月
（
葛
飾
校
）

彩
巴
（
名
古
屋
校
）

美
彩
（
筑
波
校
）

聡
美
（
千
種
校
）

北
　
貢
季
美
（
名
古
屋
校
）

松
野
　
華
奈
二
止
川
校
）
　
秋
山
　
沙
耶
（
栃
木
校
）

金
賞
入
賞
者
三
名
の
表
彰
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月

二
十
三
日
（
月
）
の
「
第
三
十
九
回
聴
覚
障
害
児
を
育
て
た

お
母
さ
ん
を
た
た
え
る
会
」
に
お
い
て
、
実
施
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
同
日
、
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
者
は
自
身
の
作
文

を
壇
上
で
口
頭
発
表
し
ま
す
。

第
二
十
八
回
全
国
聾
学
校
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
聾
学
校
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
の
第
一
次
審
査
は
十
一

月
七
日
（
月
）
に
、
参
議
院
議
員
会
館
会
議
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
応
募
校
数
十
九
校
、
参
加
チ
ー
ム
数

二
十
四
チ
ー
ム
。
演
奏
し
た
小
学
部
児
童
数
は
百
二
十
五

名
、
中
学
部
生
徒
数
は
七
十
九
名
、
高
等
部
生
徒
数
は

二
十
八
名
、
合
計
二
百
三
十
二
名
で
し
た
。

［
第
二
次
審
査
進
出
チ
ー
ム
］

・
青
森
県
立
八
戸
聾
学
校
中
学
部
「
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
」

・
福
島
県
立
聾
学
校
会
津
分
校
小
学
部
「
ラ
デ
ッ
キ
ー

行
進
曲
」

・
東
京
都
立
大
塚
ろ
う
学
校
小
学
部
「
パ
イ
レ
ー
ツ
・

オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン
　
メ
ド
レ
ー
」

・
東
京
都
立
大
塚
ろ
う
学
校
小
学
部
「
生
命
の
息
吹
」

・
愛
知
県
立
一
宮
聾
学
校
　
中
・
高
部
「
浪
漫
飛
行
」

・
愛
知
県
立
一
宮
聾
学
校
高
等
部
「
L
・
1
V
E
／
E
V

i

L

L

　

　

「

－

r

u

－

h

」

メ

ド

レ

ー

・
香
川
県
立
聾
学
校
中
学
部
「
か
ぜ
ま
ち
」

・
鹿
児
島
県
立
鹿
児
島
聾
学
校
中
学
部
「
ブ
リ
ン
ク
・

ブ
ラ
ン
ク
・
プ
ル
ン
ク
」

・
大
阪
府
立
生
野
聴
覚
支
援
学
校
小
学
部
「
子
ど
も
の

世界」

・
筑
波
大
学
附
属
聴
覚
特
別
支
援
学
校
小
学
部
「
狼
な

ん
か
こ
わ
く
な
い
」

・
筑
波
大
学
附
属
聴
覚
特
別
支
援
学
校
小
学
部
「
星
に

願
い
を
」

●
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
第
一
次
審
査
　
審
査
員
講
評
〈

審
査
員
　
草
間
み
ど
り
（
都
立
立
川
ろ
う
学
校
副
校
長
）

本
年
度
の
参
加
作
品
は
、
ど
の
作
品
も
児
童
㌧
生
徒
の

皆
さ
ん
が
練
習
を
積
み
重
ね
、
よ
り
よ
い
表
現
を
め
ざ
し
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て
い
る
聴
き
ご
た
え
の
あ
る
演
奏
で
し
た
。
一
つ
の
学
校
で

複
数
の
チ
ー
ム
に
よ
り
二
曲
以
上
出
さ
れ
る
学
校
や
、
少

人
数
の
チ
ー
ム
、
ま
た
は
学
部
を
超
え
て
小
さ
い
子
供
さ
ん

か
ら
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
ま
で
全
員
で
取
り
組
ん
だ
合
奏
も

あ
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
各
学
校
の
先
生
方
が
日
頃
か

ら
、
丁
寧
に
ご
指
導
さ
れ
、
児
童
・
生
徒
さ
ん
た
ち
と
真
剣

に
ま
た
楽
し
く
音
楽
活
動
を
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま

し
た
。打
楽
器
の
種
類
が
増
え
て
い
る
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
フ

レ
ー
ズ
感
を
出
す
た
め
の
工
夫
や
苦
色
の
組
み
合
わ
せ
と
舌

の
バ
ラ
ン
ス
を
大
切
に
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
演
奏
が
増

え
て
き
た
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。
基
本
的
な

打
楽
器
の
持
ち
方
の
確
認
や
、
バ
ス
ド
ラ
ム
、
テ
ィ
ン
パ
ニ
ー

等
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
に
も
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
メ
ロ
デ
ィ
を
共
有
し
な
が
ら
、
お
互
い
の
書
を
確

か
め
つ
つ
、
リ
ズ
ム
、
フ
レ
ー
ズ
の
中
で
の
縦
線
を
整
え
て

い
く
と
、
さ
ら
に
良
い
合
奏
に
な
り
ま
す
。
お
互
い
が
相
や

リ
ズ
ム
を
知
り
フ
レ
ー
ズ
を
感
じ
合
う
た
め
に
、
リ
ズ
ム
を

刻
む
ド
ラ
ム
や
そ
の
他
の
打
楽
器
と
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
や
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
担
当
す
る
キ
ー
ボ
ー
ド
や
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
が
向

か
い
あ
っ
て
練
習
す
る
の
も
有
効
で
す
。

ど
の
学
校
も
あ
と
少
し
の
と
こ
ろ
で
二
次
審
査
に
進
め
る

演
奏
を
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
来
年
度
に
向
け
て
の
努
力
を

絶
や
さ
ず
、
次
回
の
全
国
聾
学
校
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
に
臨
ん

で
く
だ
さ
い
。

二
次
審
査
に
進
ん
だ
学
校
で
は
、
指
摘
を
参
考
に
よ
り
良

い
演
奏
を
工
夫
し
、
練
習
を
重
ね
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
素

晴
ら
し
い
演
奏
が
聴
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
三
十
九
回
聴
覚
障
害
児
を
育
て
た
お
母
さ
ん
を
た
た
え
る
会

今
年
度
の
「
聴
覚
障
害
児
を
育
て
た
お
母
さ
ん
を
た
た

え
る
会
」
は
下
記
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
ど
な
た
で

も
ご
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
皆
様
の
ご
来
場

を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
ご
参
加
（
参

加
費
無
料
）
の
場
合
は
「
参
加
者
名
簿
」
作
成
の
た
め
、

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
協
会
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば

出
席
申
込
書
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
三
日
（
月
）

午
後
一
時
～
三
時
二
十
分

憲
政
記
念
館
　
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町

公
益
財
団
法
人
聴
覚
障
害
者
教
育
福
祉
協
会

文
部
科
学
省
　
厚
生
労
働
省
　
東
京
都
教
育
委
員
会

全
国
聾
学
校
長
会
　
全
国
聾
学
校
P
T
A
連
合
会

全
国
聴
覚
障
害
者
親
の
会
連
合
会

株
式
会
社
日
健
総
本
社
　
他

第
一
部
　
式
典

会
長
挨
拶
　
来
賓
祝
辞
　
お
母
さ
ん
の
表
彰

桜
内
義
雄
賞
授
与
　
第
十
二
回
全
国
聾
学
校

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
受
賞
者
表
彰

第
二
部
　
発
表
会

聾
学
校
生
徒
の
舞
台
発
表
　
体
験
発
表
　
桜

内
義
雄
賞
受
賞
者
の
体
験
発
表
　
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
審
査
委
員
長
講
評
　
第
十
二
回
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
作
品
発

表
　
第
二
十
一
回
絵
画
展
ビ
デ
オ
放
映

都
立
立
川
ろ
う
学
校
高
等
部
卒
。
受
賞
理
由
は
「
耳
の

ハ
ン
デ
ィ
ー
を
乗
り
越
え
、
世
界
最
高
峰
エ
ベ
レ
ス
ト
の

登
頂
に
成
功
（
聴
覚
障
害
者
と
し
て
世
界
初
の
快
挙
）
」
と

い
う
も
の
で
す
。

●
桜
内
義
雄
貿

「
桜
内
義
雄
賞
」
は
、
当
協
会
第
二
代
会
長
故
桜
内
義
雄

氏
（
元
衆
議
院
議
長
）
が
、
昭
和
五
十
年
、
聴
覚
障
害
児
教

育
国
際
会
議
東
京
大
会
の
際
、
日
本
橋
高
島
屋
特
設
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
聴
覚
障
害
者
洋
画
展
」
で
、
大
原
省

三
氏
を
は
じ
め
出
品
し
た
多
く
の
聴
覚
障
害
の
人
達
と
懇

談
せ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
桜
内
会
長
よ
り
、

大
原
省
三
氏
（
東
京
教
育
大
学
附
属
聾
学
校
教
諭
）
の
日
展

二
十
数
回
の
画
歴
と
教
諭
と
し
て
多
く
の
後
輩
の
指
導
に
立

派
な
成
果
を
あ
げ
た
功
績
を
顕
彰
す
る
発
議
が
出
さ
れ
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
表
彰
を
制
度
化
す
る
こ

と
と
な
り
、
昭
和
六
十
一
年
度
よ
り
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
表

彰
楯
に
は
「
聴
覚
障
害
を
克
服
し
、
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
あ
な
た
の
功
績
を
讃
え
、
桜
内
義
雄
賞
の
規
定
に
よ
り

表
彰
し
ま
す
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

＊
平
成
二
十
八
年
度
「
桜
内
義
雄
賃
」
受
賞
者
＊

今
年
度
の
桜
内
義
雄
賞
は
、
田
村
聡
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
1
9
6
5
年
1
月
、
東
京
都
立
川
市
生
ま
れ
。

聴
覚
障
書
乳
幼
児
教
育
相
談
の
制
度
化
に
向
け
て

常
務
理
事
（
全
国
聾
学
校
退
職
校
長
会
相
談
役
）
小
林
　
明

昨
年
度
名
古
屋
で
行
わ
れ
た
平
成
二
十
七
年
度
全
国
聾

学
校
退
職
校
長
会
総
会
に
お
い
て
北
陸
地
区
の
理
事
か
ら
、

教
育
現
場
に
お
け
る
乳
幼
児
教
育
相
談
の
窮
状
に
つ
い
て

課
題
視
す
る
必
要
が
提
起
さ
れ
た
。
新
生
児
の
聴
覚
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
の
普
及
等
に
伴
い
0
・
1
・
2
歳
児
を
対
象
と

し
た
相
談
件
数
が
急
増
し
、
現
場
が
相
談
担
当
者
と
必
要

経
費
確
保
に
難
渋
し
っ
つ
も
二
名
の
担
当
者
で
六
十
八
名

の
相
談
を
担
当
す
る
と
い
う
現
状
を
見
る
に
見
か
ね
て
の

提
言
で
あ
っ
た
。
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日
本
の
聴
覚
障
害
教
育
は
、
昭
和
六
十
二
年
の
筑
波
技

術
短
期
大
学
（
平
成
十
七
年
筑
波
技
術
大
学
）
関
学
に
よ
り

幼
・
小
・
中
・
高
・
大
の
一
貫
教
育
体
制
は
整
っ
た
も
の

の
就
学
前
段
階
は
文
部
行
政
と
厚
生
行
政
の
狭
間
で
末
制

度
の
ま
ま
に
過
ぎ
て
き
て
い
る
。

全
国
聾
学
校
長
会
（
会
長
森
藤
才
重
点
都
立
立
川
ろ
う
学

校
長
）
が
本
年
度
改
め
て
所
属
す
る
学
校
で
乳
幼
児
教
育
相

談
を
行
っ
て
い
る
全
国
九
十
九
校
（
分
校
、
分
教
室
を
含
む
）

を
対
象
に
本
件
に
関
わ
る
実
態
調
査
を
ま
と
め
た
。
実
態

調
香
は
、
平
成
二
十
八
年
五
月
一
日
を
基
準
日
と
し
六
月

～
七
月
に
行
な
わ
れ
回
収
率
一
〇
〇
％
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
制
度
が
整
っ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず

全
校
（
九
十
九
校
）
で
相
談
対
応
は
行
わ
れ
て
お
り
、
年

間
の
延
べ
来
校
相
談
件
数
は
三
万
九
千
六
百
八
十
件
、
延

べ
訪
問
相
談
件
数
二
千
五
百
七
件
を
加
え
る
と
総
計

四
万
二
千
百
八
十
七
件
で
あ
っ
た
。
各
都
道
府
県
自
治
体

か
ら
事
業
名
は
様
々
で
あ
る
が
何
ら
か
の
形
で
定
数
措
置

を
講
じ
ら
れ
て
い
る
学
校
が
四
十
四
校
六
十
名
で
、
校
内

操
作
の
み
で
対
応
し
て
い
る
学
校
が
五
十
四
校
で
あ
っ
た
。

概
ね
各
学
校
共
指
導
担
当
者
を
複
数
配
置
し
て
お
り
、

加
配
措
置
の
あ
る
学
校
で
も
不
足
分
を
校
内
操
作
で
充
当

せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
分
同
一
校
内
各
学
部
の
指
導
体
制

へ
も
大
き
く
影
響
が
及
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま

た
教
材
費
等
の
予
算
措
置
が
講
じ
ら
れ
い
る
の
は
三
十
五

校
に
過
ぎ
ず
、
他
は
保
護
者
か
ら
の
実
習
徴
収
、
学
部
配

当
予
算
等
で
対
応
し
て
い
る
点
も
問
題
で
あ
る
。

今
般
の
実
態
調
査
は
、
相
談
内
容
や
所
要
時
間
、
担
当

者
の
専
門
性
、
施
設
設
備
、
保
育
所
在
籍
児
の
通
級
指
導
、

関
連
機
関
と
の
連
携
等
多
岐
に
わ
た
っ
て
集
約
さ
れ
て
い

る
が
、
幼
稚
部
の
三
歳
児
学
級
が
制
度
化
さ
れ
た
一
九
六
〇

年
代
か
ら
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
当
時

の
課
題
を
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し
た
感
を
拭
え
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

全
国
型
学
校
長
会
で
は
、
毎
年
度
全
国
特
別
支
援
学
校

長
会
を
通
し
て
本
件
に
関
わ
る
要
望
を
文
部
科
学
省
に
要

請
し
て
は
い
る
が
、
さ
ら
に
聴
覚
障
害
教
育
の
充
実
並
び

に
一
貫
性
の
確
立
に
向
け
、
そ
の
要
望
の
実
現
に
向
け
、

本
協
会
は
勿
論
の
こ
と
当
事
者
で
あ
る
保
護
者
を
含
む
関
係

者
の
総
力
を
全
国
華
学
校
長
会
の
許
に
結
集
し
、
法
制
度

化
に
焦
点
化
し
た
要
請
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
今
後
の
た

め
に
今
必
要
で
あ
る
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

当
協
会
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
六
日
内
閣
府
（
内
閣

総
理
大
臣
）
よ
り
税
額
控
除
に
係
る
証
明
を
受
理
し
て
お

り
ま
す
。

●
ご
逝
去

協
会
監
事
吉
本
修
二
氏
七
月
二
十
四
日
　
享
年
七
十
四
歳

※
平
成
十
九
年
五
月
～
協
会
理
事
　
平
成
二
十
三
年
～

協
会
監
事
就
任
　
本
協
会
に
多
大
な
ど
員
献
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
こ
こ

に
謹
ん
で
ど
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

当
協
会
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
事
業
は
、
公
益
財
団
法

人
1
K
A
競
輪
公
益
資
金
の
補
助
を
は
じ
め
と
し
て
、
皆

様
方
か
ら
の
ど
寄
附
（
ハ
マ
ナ
ス
募
金
）
に
よ
り
実
施
し

て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ど
理
解
と
ご
支
援
に
深
く
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
今
年
度
も
計
画
事
業
の
適
正
な
実
施
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨
今
の
社
会
情
勢
か
ら
事
業
資

金
の
確
保
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
つ
き
ま
し

て
は
、
．
皆
様
方
よ
り
一
層
の
ど
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ハ
マ
ナ
ス
募
金
の
お
振
込
み
は
、
郵
便
振
替
も
し
く
は

銀
行
振
込
に
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

郵
便
振
替
口
座
0
0
1
1
0
・
9
・
1
3
4
8
7
7

名

義

　

聴

董

祉

協

奇

銀
行
振
込
　
み
ず
ほ
銀
行
江
戸
川
樺
支
店

普
通
口
座
　
1
6
1
く
〓
′
4
8

名

義

　

公

妻

団

法

人

薯

耳

会
長
　
山
東
昭
子

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
十
月
ま
で
の
間
に
、
次

の
皆
様
方
よ
り
ど
寄
附
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

株
式
会
社
日
健
総
本
社
（
森
伸
夫
）
、
森
伸
夫
、
西
郷
ソ
ー

ラ
ー
発
電
（
浅
井
健
二
）
、
東
京
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
浅

井
健
二
）
、
竹
内
美
和
子
、
宮
野
忠
夫
、
庄
司
淳
子
、
阿

部
き
み
よ
、
金
子
昌
夫
、
株
式
会
社
宝
古
堂
美
術
（
山
田

春
雄
）
、
神
津
郁
子
・
田
中
眞
由
美
、
木
内
弘
司
、
石
川

庄
六
、
鈴
木
厚
、
桑
山
哲
夫
、
A
T
O
M
I
C
S
（
山
勝

彦
）
、
北
海
道
高
等
聾
学
校
、
群
馬
県
立
聾
学
校
群
馬
県

聴
覚
障
害
者
親
の
会
、
一
般
社
団
法
人
日
本
補
聴
器
販
売

店
協
会
、
関
根
正
浩
、
新
潟
県
難
聴
児
を
持
つ
親
の
会
、

春
名
美
徳
、
長
野
ろ
う
学
校
職
員
有
志
一
同
、
伊
与
久
美

子
、
坂
井
美
恵
子
、
倉
田
正
雄
、
佐
々
木
節
子
、
平
口
洋
、

入
澤
肇
、
竹
田
統
子
、
神
遠
洋
吾
、
筑
波
大
学
附
属
聴
覚

特
別
支
援
学
校
卒
業
生
親
の
会
鴻
友
会
、
竹
ケ
原
克
哉
事

務
所
、
（
株
）
大
場
組
、
小
川
昭
子
、
西
本
徹
、
草
薙
進
郎
、

白
鷺
会
、
田
中
美
郷
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
ク
レ
ー
マ
ー
学
園
、

中
村
喜
久
子
、
斎
藤
捷
彦
、
リ
オ
ン
株
式
会
社
、
兵
藤
紀

之
、
原
島
恒
夫
、
川
村
美
津
子
、
東
京
銀
座
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
会
長
山
田
春
雄
、
株
式
会
社
P
M
・
J
a
P
a
n
、

伏
見
殿
下
杯
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
実
行
委
員
会
事
務
局

平
成
二
十
八
年
度

公
益
財
団
法
人
J
K
A
競
輪
公
益
資
金
に
よ
る

補
助
事
業
実
施
計
画

一
、
事
業
名

平
成
二
十
八
年
度
障
害
の
あ
る
人
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

社
会
を
創
る
活
動
補
助
事
業
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二
、
事
業
実
施
内
容

（
一
）
F
M
補
聴
シ
ス
テ
ム
（
リ
オ
ン
株
式
会
社
製
）
の

購
入
・
無
償
貸
与

送
信
機
・
受
信
機
三
十
セ
ッ
ト

全
国
聾
学
校
・
聴
覚
特
別
支
援
学
校
、
小
学
校
、

中
学
校
、
難
聴
幼
児
通
園
施
設
に
在
籍
、
在
園

す
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
家
庭
に
貸
与

＼
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
t
1
．
1
J

小
欄

r

斗

・

仙

▲

l

．　　　一　　　一、．．

■
ヰ
▲

■

■

■

l

ト

第
五
回
移
動
母
子
教
室
（
平
成
二
十
九
年
一
月
七
日
）

東
京
都
杉
並
区

「
ろ
う
の
看
護
師
と
し
て
　
こ
れ
ま
で
と
今
、
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
」

編
集
後
陀

（
二
）
移
動
母
子
教
室
の
開
催
（
全
国
五
地
区
）

第
一
回
移
動
母
子
教
室
（
十
月
十
七
日
）

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

「
子
育
て
で
大
切
に
し
た
い
こ
と
」

第
二
回
移
動
母
子
教
室
（
十
月
二
十
五
日
）

群
馬
県
前
橋
市

「
年
齢
に
合
わ
せ
た
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
」

第
三
回
移
動
母
子
教
室
（
十
一
月
三
日
）

石
川
県
金
沢
市

「
自
転
車
で
日
本
を
縦
断
し
て
」

第
四
回
移
動
母
子
教
室
（
十
一
月
九
日
）

千
葉
県
千
葉
市

「
豊
か
な
心
を
育
て
、
こ
と
ば
を
育
て
る
」

「
聾
学
校
に
お
け
る
授
業
を
考
え
る
」

．
＊
　
お
詫
び
と
訂
正
＊

会
報
六
十
九
号
（
前
号
）
6
ペ
ー
ジ
の
全
国
聾
学

校
絵
画
展
審
査
員
講
評
の
中
で
、
上
か
ら
3
段
目
、

左
か
ら
8
・
9
行
目
に
か
け
て
記
載
の
あ
る
「
タ
バ

コ
を
す
う
大
人
の
僕
」
の
作
者
は
、
正
し
く
は
静
岡

校
中
一
の
松
井
健
太
君
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。

熊
本
、
岩
手
、
北
海
道
、
鳥
取
、
等
々
。
今
号
で
も
「
被

災
地
の
皆
様
方
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
」
と
い

う
お
見
舞
い
の
言
葉
を
、
残
念
な
が
ら
続
け
ざ
る
を
得
な
い

よ
う
な
自
然
災
害
の
状
況
で
す
。
一
度
で
も
途
切
れ
る
と
良

い
の
で
す
が
。

四
月
末
に
前
号
（
六
十
九
号
）
を
お
届
け
し
て
い
る
の
で
、

今
号
で
は
ま
ず
五
月
・
六
月
の
理
事
会
及
び
評
議
員
会
の
報

告
、
新
役
員
の
ご
紹
介
、
事
業
計
画
等
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
千
葉
県
市
川
市
で
第
五
十
回
の
記
念
す
べ
き
全

日
本
聾
教
育
研
究
大
会
（
附
属
大
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
、
本
協
会
と
し
て
例
年
通
り
の
絵
画
展
と
、
今
年
度

な
ら
で
は
の
企
画
で
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
の
昨
年
度
入
賞
校
の

演
奏
紹
介
を
D
V
D
の
映
像
等
で
行
い
ま
し
た
。
い
か
が
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
五
十
周
年
記
念
式
典
の
中
で
、
本

協
会
は
小
川
再
治
研
究
協
貿
会
と
並
ん
で
全
日
本
聾
教
育
研

究
会
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
関
係
団
体

と
し
て
こ
の
研
究
会
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
い
こ
う
と
い
う

思
い
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

今
号
で
は
本
協
会
常
務
理
事
で
あ
り
全
国
聾
学
校
退
職
校

長
会
顧
問
の
小
林
明
氏
の
「
聴
覚
障
害
乳
幼
児
教
育
相
談
の

制
度
化
に
向
け
て
」
の
原
稿
も
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
の
協
会
事
業
は
、
「
第
一
回
読
字
力
検
定

試
験
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
「
絵
画
展
」
、
「
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
、

「
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
第
一
次
審
査
」
が
無
事
に
終
了
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
日
程
調
整
の
結
果
、
「
聴
覚
障
害
児
を
育
て
た

お
母
さ
ん
を
た
た
え
る
会
」
も
、
来
年
一
月
二
十
三
日
（
月
）

に
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

です。「
お
母
さ
ん
を
た
た
え
る
会
」
を
は
じ
め
と
い
た
し
ま
し
て
、

協
会
の
各
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
全
国
の
聾
学

校
、
聴
覚
特
別
支
援
学
校
等
の
関
係
機
関
の
ど
理
解
と
ど
協

力
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
実
施
で
き
ま
す
。
今
後
と
も
協
会
事

業
へ
の
ご
理
解
並
び
に
よ
り
一
層
の
ど
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
事
務
局
一
同
、
心
よ
り
お
廉
い
申
し
上
げ
ま
す
。


